1． 生活環境

　生活環境とは個人にとって外界現象の総合である。それを因子別に分けてみると、

①物理的環境…空気、光、音、熱、放射線など。②化学的環境…ガス、蒸気、粉塵、溶剤、金属など。③生物的環境…細菌、ウィルス、寄生虫など。④社会的環境…個人以外の人間、家庭、学校、産業、町村、都市など。⑤文化的環境…習慣、宗教など

のように分類されている。

　さらに環境を要素別に分類すると、自然的環境（経度、高度、水陸、地形）と人工的環境（衣服、住居集団施設）に分かれる。

　これらの分類は、個人や集団の健康に及ぼす影響を知るために必要なもので、人間が、それぞれの環境とかかわりあうときに生ずる接点になるものである。そこで生活における健康の保持やその増進に、これらの環境的因子や要素の関わりあいを調べ、健康に直接、間接に影響するものを知ることと、その対策をたてることが環境の衛生である。

2． 生活環境因子

　生活において直接に関わりあいのある環境因子としては、

空気…気温、気流、気圧、大気汚染など

土地…地温、地気、土地成分など

光…光線、紫外線、赤外線など

水…水質、水量、降水量、水温など

音…楽音、騒音など

がある。

3． 公害（騒音）

　人間が生活を営むために生ずるもののなかで他に害を及ぼすものを私的害と公的害に分けることができる。後者の公的害を一般に公害といい、一般公衆に障害を与えるものをいう。とくに経済成長の加速化、産業の技術革新、都市化現象などによって、私的生活においても、産業においても生活環境が悪化して、これら公害に対する処置を公衆衛生の立場から対策がすすめられている。

　公害の主なものは、大気汚染、騒音、振動、放射性物質、水質の汚染、排水などがあり、このほかに工場や家庭から発生する熱、臭気、動物の排泄物、汚物などがある。これらの障害は公衆の生命、健康、情緒、幸福をおびやかし、有害な影響をもたらすので、防ぐことが必要である。

　生活における音に対する人間の感覚には音楽のような楽音もあれば、機会音のように人工的な不愉快な音もある。騒音という場合には不愉快音のすべてをいい、そのために生活の安らぎを阻害し、神経症などの障害を起こすことから公害として取り上げられている。

　一般に騒音には音質と音量の両面から考えなくてはならない。音楽のような楽音でも音量が大きければ人間を不愉快にするし、機械音のような音は音量が低くても不愉快になる場合がある。さらに音質としては、自然音の波の音や風の音でも個人によっては楽音ともなるし、騒音にもなりうる。これらをまとめると、騒音は音の不調和性と大きさのほかに、感情を訴える不快とか、主観的要素がかなり大きく影響するもので、その騒音の考え方にはそれぞれの立場で規定されることが多い。しかし、音の公害として取り扱う場合には、音の不調和性と大きさを一応の対象として考えている。

　音の不調和性については、現在その規定がないため音量について基準を定めており、騒音が人体に影響を及ぼす範囲については、一定の基準が示されていないが、場所による音量基準を騒音防止条例によって規定しているところもある。

　また、騒音が人体に及ぼす影響は、次のようにまとめることができる。

①騒音、とくに周波数の高い音は交感神経に緊張的に働き、心臓の興奮性を高め、頭部血管を収縮させて頭痛を訴え、胃腸の能力を減退させて食欲を減らす。

②騒音は一般に脈拍数、呼吸数、呼吸量、代謝度を増し、血圧や脳内圧を高め、神経系を不安定にして頭痛、不眠、不快、記憶力減退を起こす。

③体重増加や発達に悪い影響を及ぼし、血液成分も変化する。

④不必要な緊張を増し、疲労を招き、反応時間は延び、注意力は落ち、会話は妨げられ、作業能率は低下する。

　私の現在住んでいるところでは、それほど騒音による影響はないが、実家に住んでいたときは、目の前に主要道路が走っており、深夜になると、暴走族のバイクの音などがうるさかった事を覚えている。確かに、目の前に主要道路があれば、便利な点も多いが、その分交通量も多い、これは騒音以外にもいえることではあるが、現代の社会で生活していく上で、生活の便利を追及すれば、どこかにその弊害が生まれるというのも忘れてはならない。

